




 

〔目的〕 

 当院は、入所患児 71 名、平均年令 15 才で、機能障害度Ⅱの 6 からⅢの 10

までが、80%をしめている。その中の約 5割が、半介助、全介助にて食事摂取を

行っている。『デュシャヌ型平均身長体重』による、個々人の肥痩度は－20%以

下のるい痩傾向者が 18 名、その中で現在体重曲線が、ゆるやか又は、ごくゆる

やかに下降を示しているものが 1名であった。このような患児の重症化にとも

ない、栄養強化の必要な患児を早期に見い出し、適切な栄養方法を考慮し良好

な経過へもっていく努力をしたい。 


